
 本研究の目的は、19世紀イギリスを代表する

作家チャールズ・ディケンズの作品における風

景描写の特徴と役割を明らかにすることである。

その独特の観察眼と高度な表現力を同時代か

ら高く評価されてきたディケンズは、作品の中に

様々な風景を描きこみ、その小説世界を独特な

ものにしている。しかしディケンズと風景という

テーマは、近年若干の注目を浴びながらも、未

だほとんど体系的な研究がなされていない。 

 本研究は、ディケンズが実際に目にした風景

や伝統的な風景の見方、同時代の風景画など

から受けた影響を調査し、そうした知識や経験と

作品の中に登場する風景との関係を考察し、物

語の中で風景描写はどのような役割を担ってい

るかという点を明らかにすることで、ディケンズ

の作品の解釈に新しい側面を付与することを目

的とする。  
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